
令和４年６月２１日１４時００分

近 畿 地 方 整 備 局

木津川上流河川事務所

伊賀市

伊賀市と国交省の合同による
災害対策用機械操作訓練を行います

～豪雨による浸水被害の軽減に備え合同による排水ポンプ車などの操作訓練を行います～

本訓練は、出水期（６月１５日～１０月１５日）を迎えるあたり、伊賀市と合同で伊賀市及び

国土交通省木津川上流河川事務所が保有する排水ポンプなどの災害対策機械の操作の熟

知を図り、実際の浸水現場等で的確な運用ができる様に訓練を実施します。

●日時：令和４年６月２３日（木）１４時００分～１５時３０分（小雨決行）

●場所：伊賀市小田町地先 服部川左岸 小田排水機場（伊賀上野橋より下流側）

●実施機関：伊賀市、木津川上流河川事務所

●訓練機械：【伊賀市】排水ポンプ車１台

【国交省】排水ポンプ車２台、対策本部車１台、照明車２台、

衛星通信機器（Ku-SATⅡ）１台

●取材について

取材については訓練の支障とならないように現場担当者の指示に従って下さい。

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 伊賀記者会 名張市政記者クラブ

＜問合せ先＞

国土交通省 近畿地方整備局木津川上流河川事務所
副所長（技術） 矢間 孝司
工務課長 前田 竜治

TEL ０５９５－６３－１６１１
FAX ０５９５－６４－１２３８

伊賀市
建設部次長兼建設管理課長 福田 康彦

TEL ０５９５－２２－９７２３
FAX ０５９５－２２－９７２４



 
伊賀市と国交省の合同による 

災害対策用機械操作訓練のお知らせ 

 

 

１． 操作訓練の目的 

国土交通省では、台風や地震等による災害での迅速な被害状況の把握、被害拡大の防

止や早期復旧のため、排水ポンプ車、対策本部車、照明車、衛星通信機器（Kｕ-SATⅡ）など

の災害対策用機械を全国に配備し運用を行っています。 

令和元年１０月の台風１９号による氾濫など、近年台風の大型化等により全国的に大きな

被害をもたらしている状況です。木津川上流河川事務所においても、千曲川氾濫の災害出動

や伊賀市内の内水排除の現場に排水ポンプ車、照明車を派遣し自治体支援を行っています。 

こうした災害に備えるべく、排水ポンプ車、照明車、対策本部車、衛星通信機器の災害対

策用機械を迅速かつ円滑に運用を図るため操作訓練を定期的に実施しています。 

この合同訓練は、伊賀市との連携を深めるため平成２６年から行っており、今回で９回目と

なります。 

平成２９年１０月の台風２１号で、はじめて洪水を貯留した上野遊水地によるハード対策と

今回の合同訓練によるソフト対策を併せて万全の防災体制を図っています。 

 

２．訓練概要 

１）訓練日時： 令和４年６月２３日（木） （小雨決行） 

                １４時００分～１５時３０分  

なお、訓練中止の場合は当日の午前１０時に決定します。 

２）訓練場所： 伊賀市小田町地先 服部川左岸 

                    小田排水機場 (伊賀上野大橋より下流側)       

３）訓練機械： ［伊賀市］排水ポンプ車 １台 

                     ［国交省］排水ポンプ車２台、照明車２台、対策本部車１台､ 

衛星通信機器１台                              

４）訓練内容：  ①排水ポンプ車の設置及び排水操作訓練 

②照明車の設営訓練 

   ③対策本部車の設営訓練 

④衛星通信機器（Kｕ-SATⅡ） の設営通信訓練  

             

注）訓練当日１３時４５分から取材の皆様へ訓練概要を説明します。 

 



今回の訓練に参加する災害対策用機械

排水ポンプ車

照明車 対策本部車（拡幅式）
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至 名張市

実施場所

（小田排水機場）

伊賀上野橋

車止め

小田排水機場

伊賀市と国交省の合同による災害対策用機械操作訓練
訓練場所 位置図

小田排水機場へのアクセス （名張方面より）
①R368名阪上野ICを通過、直進
②伊賀鉄道、R163を通過、直進
③伊賀上野橋直前（南詰）の堤防
天端へ左折（服部川左岸堤防）

伊賀上野出張所

訓練場所
小田排水機場への行程アクセス

（名張方面より）
①伊賀上野橋を渡らず（南詰）、堤防
天端へ左折

②車止め（当日は開放）を越え、堤防
天端（As舗装）を走行
③伊賀上野城を模した施設が小田排
水機場です

下記拡大図参照

伊賀上野橋
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